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側
中
小
規
模
私
大
・
短
大
に
お
け
る
教
学
Ｉ
Ｒ

合
同
ｌ
Ｒ
研
修
会
事
例
共
有
し
改
善
に
つ
な
げ
る

が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
同

大
学
の
大
須
賀
元
彦
准
教
授

と
九
州
共
立
大
学
の
西
川
三

■こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

今
回
で
３
回
目
と
な
っ
た

合
同
Ｉ
Ｒ
研
修
会
で
あ
る

の

~ 一－'一 ９
月
喝
日
に
「
第
３
回
合
同
Ｉ
Ｒ
研
修
会
」
が
中
京
学
院
大
学
の
瑞
浪
キ
ャ
ン
パ
ズ

に
て
行
わ
れ
た
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
Ｆ
開
催
）
。
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
「
中
小
規
模
私
立
大
学
。

短
期
大
学
に
お
け
る
教
学
Ｉ
Ｒ
の
推
進
に
向
け
た
実
践
的
取
組
」
と
題
し
へ
参
加
大
学

間
に
お
け
る
教
学
Ｉ
Ｒ
を
起
点
と
し
た
教
学
に
閏
す
る
課
題
の
解
決
策
等
を
探
求
す
る
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一

恵
子
教
授
が
旧
知
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
小
規
模
私
立
大

学
垂
中
心
に
教
学
Ｉ
Ｒ
に
閏

す
る
研
修
会
が
で
き
な
い
か

と
提
案
し
た
こ
と
が
始
ま
り
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左から中京学院大学林勇人学長、同大学
大須賀元彦准教授、九州女子大学関洋毒言
准教授、九州共立大学堂野崎融教授〃
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毎
Ｏ
８
ｌ
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で
あ
る
。
そ
の
後
、
”
両
大
学

は
こ
れ
ま
で
の
合
同
Ｉ
Ｒ
研

修
会
等
で
交
流
を
深
め
、
同

大
学
と
九
州
共
立
大
学
、
九

州
女
子
大
学
．
．
九
州
女
子
短

期
大
学
（
九
州
共
立
大
学
と

同
法
人
）
は
２
０
２
８
年
度

に
教
学
Ｉ
Ｒ
の
推
進
を
含
む

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ

り
、
今
回
の
研
修
会
は
同
大

学
全
担
当
）
、
九
州
共
立
大

学
、
九
州
女
子
大
学
・
九
州

女
子
短
期
大
学
に
よ
る
共
催

で
実
施
し
、
こ
れ
ら
大
学
の

Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
加
え
、
同
大

学
と
２
０
１
７
年
度
か
ら
連

携
協
定
莚
結
ん
で
い
る
文
京

学
院
大
学
（
第
２
回
か
ら
参

加
）
と
、
同
大
学
と
学
会
等

で
交
流
の
あ
っ
た
愛
知
東
邦

大
学
（
初
参
加
）
の
Ｉ
Ｒ
担

当
者
が
参
加
し
た
。

今
回
の
研
修
会
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
事
例
報
告
罰
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン
か
ら
構
成
さ

れ
へ
同
大
学
の
事
例
報
告
で

は
今
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
教
学
Ｉ
Ｒ
の
分
析
に
基
づ

く
提
案
を
よ
り
関
連
組
織
に

反
映
さ
せ
る
仕
組
み
（
教
学

Ｉ
Ｒ
室
Ｒ
ｉ
ｎ
且
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
同
大
学
一

は
ｘ
界
学
院
大
学
、
九
州
女

子
大
学
。
九
州
女
子
短
期
大

学
に
対
し
て
教
学
Ｉ
Ｒ
の
実

務
経
験
に
基
づ
く
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
同
大
学

に
対
し
て
は
九
州
共
立
大

学
、
九
州
女
子
大
学
。
九
州

女
子
短
期
大
学
か
ら
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
。
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
分
析
結
果
を
現
場
に
活

か
す
に
は
」
と
「
教
学
Ｉ
Ｒ

組
織
に
お
け
る
人
材
育
成
の

在
り
方
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ

が
設
け
ら
れ
、
参
加
大
学
の

Ｉ
Ｒ
担
当
者
に
加
え
て
同
大

学
の
関
連
教
職
員
も
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
（
詳

細
は
同
大
学
ウ
エ
ブ
ザ
イ
ト

参
照
）
。

研
修
会
の
成
果
と
し
て
参

加
大
学
の
実
践
的
な
取
り
組

み
事
例
が
共
有
さ
れ
る
機
会

に
な
っ
た
と
共
に
ヘ
コ
ン
サ

ル
テ
イ
ン
ク
に
参
加
し
た
大

学
に
お
い
て
は
自
大
学
の
教

学
Ｉ
Ｒ
の
改
善
に
つ
な
が
る

助
言
等
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
所
属
大
学
の
垣
根
を
越

え
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
教

学
Ｉ
Ｒ
の
推
進
に
向
け
た
知

見
が
共
有
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
、
研
修
会
に
参
加
す
る

大
学
を
今
後
ど
の
よ
う
に
広

げ
て
い
く
の
か
が
運
営
上
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
会
の
主
担
当
を
務
め

た
同
大
学
の
教
学
Ｉ
Ｒ
組
織
》

（
教
学
Ｉ
Ｒ
室
）
は
２
０
２
》

１
年
度
に
全
学
的
な
教
学
に
《

関
す
る
分
析
業
務
を
担
う
学
《

長
直
下
の
組
織
と
し
て
誕
生
）

し
て
い
る
。
原
則
毎
月
１
本
》

の
分
析
レ
ポ
ー
ト
の
配
信
と
》

い
っ
た
分
析
業
務
だ
け
で
は
》

な
く
、
示
規
模
私
立
大
学
為

と
い
う
特
性
を
活
か
し
へ
そ
梱

の
分
析
結
果
詮
教
学
マ
ネ
ジ
．
》

メ
ン
ト
に
反
映
さ
せ
る
た
め
》

の
企
画
立
案
や
そ
の
運
営
に
》

も
機
動
的
に
取
り
組
ん
で
い
》

る
。
同
大
学
の
教
学
Ｉ
Ｒ
組
砕

織
は
今
後
も
Ｉ
Ｒ
研
修
会
等
恥

を
通
し
た
中
小
規
模
私
立
大
》

学
の
教
学
Ｉ
Ｒ
の
推
進
に
向
〉

け
た
取
り
組
急
を
実
施
予
定
恥

で
あ
る
。
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